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日本の海事クラスターは，造船，舶用工業を

筆頭に，金融，保険業界においても長らく世界

をリードしてきた。高品質なMade in Japan が

世界から評価されてきたわけだが，舶用商品の

コモディティー化が進んだ 1990 年代後半から

は，“価格”が企業競争力の最たるものという

流れが顕著になり，中国・韓国勢に後塵を拝す

るケースが多々見られるようになった。同業界

には，かつての海運大国イギリスと同じ運命を

辿ってしまうという危機感が強くあるものの，

これまで有効な浮上策が打てず，長期低迷が続

いている。

そのような経営環境の中，ここ数年の間に

SDGs，ESG という考え方が企業経営に急速に

広まってきた。社会全体が，私利私欲を全面に

出して商売を行う企業への嫌悪感をストレート

に表現するようになってきた。特に環境面で

は，地球全体の問題として取り組むべき課題と

認識されており，この問題に真摯に取り組まな

い企業は確実に淘汰されるだろう。世の中全体

の流れとして，経済性のみが高く評価されてき

た時代の終焉に向かっている。

海運業界で言えば，化石燃料を使用して原

油・天然ガス・石炭等の化石燃料を運んでいる

という現実がである。外航海運における CO2

総排出量は，2012 年の統計によると全世界の

2.2％を占めており，これはドイツ一国分の排

出量に匹敵すると言われている。よって，地球

環境保全のため，低炭素・脱炭素への貢献は海

運業界の命題とも言えるわけだが，しかしそれ

は企業として，或いは海事クラスターとして，

技術革新・差別化を図る大きなチャンスでもあ

る。

いずれ，環境負荷低減コストは社会全体，す

なわち我々一般消費者が受け入れていく風潮に

変わっていくだろう。その時，“企業競争力の

モノサシ”は，間違いなく，コスト競争力か

ら，環境負荷低減力へシフトしているはずだ。

日本の海事クラスターは，生き残りをかけて，

ここに活路を見出すべきである。

かつて日本の海事クラスターが世界を席巻す

ることが出来たのは，品質面で他国製品との競

争に勝ってきたことが最も大きな理由だ。日本

の海事クラスターが持つ高い技術力，ネット

ワークを駆使して，環境面で他を圧倒するよう

なプロダクトを作ることが出来れば，“強い海

運にっぽん”を復活させることが出来る，と信

じている。

（ながさわ ひとし）
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